
み
ら
い
の
会
 
宮
崎
 
欽
司
 
議
員

答
 
実
施
す
る
場
合
は

 
 
 
必
要
最
⼩
限
に
し
た
い

宮
崎
 
バ
ス
事
業
の
歳
⼊
三

億
⼋
千
万
円
の
う
ち
、
市
税

が
⼀
億
円
、
競
輪
フ
ァ
ン
送

迎
収
⼊
が
⼀
億
円
、
合
わ
せ

て
⼆
億
円
の
バ
ラ
ン
ス
の
中

で
経
営
が
成
り
⽴
っ
て
い
る
。

最
近
、
競
輪
の
売
り
上
げ
が

減
り
、
経
費
削
減
か
ら
送
迎

バ
ス
の
減
便
は
や
む
を
得
な

い
が
、
市
⻑
と
し
て
、
今
後
そ

の
分
を
市
税
で
賄
う
の
か
。

こ
の
際
、
ロ
ー
カ
ル
線
を
廃

⽌
し
、
市
内
だ
け
を
回
る
福

祉
バ
ス
や
競
輪
送
迎
バ
ス
、

観
光
バ
ス
に
代
え
る
と
か
、

思
い
切
っ
た
改
⾰
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
⻑
 
競
輪
の
売
り
上
げ
減

少
に
よ
り
、
市
営
バ
ス
の
経
営

は
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
企
業
と
し
て
最
⼤
限
の

経
営
努
⼒
を
し
て
い
き
た
い
。

 
福
祉
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

社
会
状
況
や
市
⺠
の
意
⾒
等

を
踏
ま
え
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
の
検
討
を
し
た
い
。

宮
崎
 
⼩
学
校
の
児
童
数
は
、

⼀
番
多
か
っ
た
と
き
と
現
在

で
は
⼆
校
合
わ
せ
て
⼆
分
の

⼀
に
も
な
ら
な
い
。
櫛
渕
⼩

学
校
に
お
い
て
は
七
分
の
⼀

の
三
⼗
六
名
で
あ
る
。
企
業

で
あ
れ
ば
即
合
併
で
あ
る
。

同
級
⽣
が
⾮
常
に
少
な
い
こ

と
が
教
育
上
い
い
の
か
ど
う

か
も
考
え
、
⼩
学
校
の
統
廃

合
を
す
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

市
⻑
 
少
⼈
数
の
た
め
、
⼦

ど
も
の
教
育
活
動
に
⽀
障
を

き
た
す
場
合
は
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
将
来
、
児
童
数

の
急
激
な
増
加
は
⾒
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
⻑
期
的
な
展

望
に
⽴
っ
て
総
合
的
に
統
廃

合
の
計
画
を
⽴
て
る
必
要
が

あ
る
。

宮
崎
 
住
宅
家
賃
滞
納
が
⼀

億
五
千
万
円
、
住
宅
新
築
貸

付
⾦
が
⼆
億
六
千
万
円
。
不

公
平
是
正
の
観
点
か
ら
も
徴

収
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
⻑
 
住
宅
家
賃
の
徴
収
に

つ
い
て
は
、
滞
納
者
に
催
告
書
、

保
証
⼈
に
は
滞
納
家
賃
納
付

指
導
依
頼
書
を
送
付
し
、
臨

⼾
徴
収
の
実
施
、
悪
質
滞
納

者
に
は
法
的
措
置
も
視
野
に

⼊
れ
徴
収
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
住
宅
新
築
資
⾦
貸

付
⾦
の
徴
収
強
化
に
つ
い
て
は
、

督
促
状
、
催
告
状
を
発
送
し
、

訪
宅
に
よ
る
納
付
指
導
を
⾏
っ

て
い
る
が
、
今
⽇
の
財
政
状
況
、

ま
た
、
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
組
織
機
構
を
⾒
直

す
中
で
強
化
に
努
め
た
い
。

宮
崎
 
新
年
度
職
員
採
⽤
に

つ
い
て
は
、
類
似
市
に
⽐
べ

て
ま
だ
ま
だ
多
い
し
、
課
に
よ
っ

て
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
⽣
じ

て
い
る
。
こ
れ
を
⾒
直
し
す

れ
ば
ゼ
ロ
採
⽤
で
い
い
の
で

は
な
い
か
。

市
⻑
 
職
員
採
⽤
を
実
施
す

る
場
合
に
は
、
必
要
最
⼩
限

に
し
た
い
。

宮
崎
 
市
⺠
参
加
、
市
⺠
協
働
、

市
職
員
の
発
想
を
求
め
る
窓

⼝
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
⻑
 
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、

情
報
交
換
、
交
流
な
ど
の
促

進
を
図
り
、
市
と
市
⺠
の
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
、
市
⺠
参
加
、
市
⺠
協
働

に
取
り
組
み
た
い
。
窓
⼝
の

設
置
も
考
え
た
い
。
職
員
の

発
想
、
提
案
に
つ
い
て
は
、
市

⻑
就
任
後
、
職
員
と
の
懇
談

会
を
実
施
し
、
意
⾒
交
換
を
⾏
っ

て
い
る
。

把
握
し
て
い
な
い
。
対
象
者

に
は
国
に
よ
り
激
変
緩
和
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
。
市
の
減

免
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

宝
 
学
校
給
⾷
の
⺠
間
委
託

は
⼈
材
派
遣
と
な
る
。
安
全

性
や
⾷
育
も
後
退
す
る
。

教
育
次
⻑
 
献
⽴
、
⾷
材
は

市
の
栄
養
⼠
が
担
当
す
る
の

で
問
題
は
な
い
。

宝
 
保
育
所
へ
の
新
規
参
⼊

は
収
益
優
先
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
保
育
内
容
に
影
響

が
出
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

市
⺠
福
祉
部
⻑
 
職
員
配
置

や
保
育
内
容
に
国
の
基
準
が

あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
な

い
と
考
え
る
。

宝
 
幼
稚
園
の
少
⼈
数
園
を

廃
⽌
せ
ず
と
も
、
午
後
六
時

ご
ろ
ま
で
の
延
⻑
で
就
園
率

が
上
が
る
。
若
い
親
が
地
域

に
定
着
で
き
る
園
存
続
の
⽀

援
が
必
要
。

教
育
次
⻑
 
少
⼈
数
園
は
財

政
効
率
が
悪
く
、
集
団
⽣
活

に
慣
れ
さ
せ
る
の
も
難
し
い

た
め
、統
廃
合
す
る
。

宝
 
⾼
齢
者
福
祉
や
⼦
ど
も

の
予
算
を
削
減
対
象
に
せ
ず
、

数
⼗
年
先
ま
で
毎
年
約
五
億

円
か
か
る
公
共
下
⽔
道
事
業

を
中
⽌
し
、
合
併
浄
化
槽
へ

の
転
換
。
⼊
札
改
善
で
は
横

浜
⽅
式
導
⼊
で
年
七
千
万
円

以
上
の
削
減
が
可
能
で
は
。

産
業
建
設
部
⻑
 
財
政
⾯
も

考
慮
し
つ
つ
、
公
共
下
⽔
道

事
業
は
進
め
る
。
⼊
札
改
⾰

導
⼊
の
考
え
は
な
い
。
⼊
札

の
公
正
な
競
争
促
進
に
向
け

努
⼒
す
る
。

宝

宝

宝

市
⺠
福
祉
部
⻑

教
育
次
⻑

教
育
次
⻑

宝

産
業
建
設
部
⻑

宮
崎

市
⻑

宮
崎

宮
崎

宮
崎

市
⻑

市
⻑

宮
崎

市
⻑

市
⻑
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無
所
属
ク
ラ
ブ
 

⽊
 
幸
次
 
議
員

答
 
処
理
費
⽤
の

 
 
 
 
 
 
削
減
に
努
め
る

 
 
公
明
党
 
⼤
⽊
 
 
進
 
議
員

答
 
先
進
事
例
実
施
状
況
を

 
 
 
 
 
参
考
に
検
討
す
る

⼤
⽊
 
介
護
保
険
特
別
会
計

へ
の
、
⼀
般
会
計
給
付
費
の

負
担
増
加
も
財
政
圧
迫
の
⼀

因
だ
。
財
政
改
⾰
の
た
め
、

給
付
費
、
さ
ら
に
保
険
料
抑

制
の
施
策
は
。

市
⺠
福
祉
部
⻑
 
給
付
の
増

加
は
、
必
要
性
、
効
果
に
疑

問
の
も
の
、
業
者
に
よ
る
過

剰
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
利
⽤

者
の
過
度
の
掘
り
起
こ
し
等
、

不
適
正
な
事
例
も
あ
る
。
厚

労
省
提
⺬
の
適
正
化
先
進
事

例
を
参
考
に
研
究
を
⾏
う
。

給
付
費
抑
制
策
と
し
て
は
、

介
護
予
防
対
策
、
保
険
料
滞

納
者
対
策
の
実
施
を
す
る
。

⼤
⽊
 
先
進
事
例
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
、
ま
た
、
介

護
予
防
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

市
⺠
福
祉
部
⻑
 
ケ
ア
プ
ラ

ン
︵
介
護
計
画
︶
の
点
検
員

を
配
置
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
料

の
加
算
額
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

そ
の
⼀
部
を
ケ
ア
マ
ネ
会
議

等
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

ま
た
、
介
護
予
防
と
し
て
、

運
動
機
能
向
上
⽀
援
等
、
六

つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
導
⼊
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
具
体

的
実
施
⽅
法
が
厚
労
省
で
検

討
中
で
あ
る
。

⼤
⽊
 
⼀
般
会
計
か
ら
国
保

特
別
会
計
へ
の
繰
出
⾦
の
内

訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
⺠
福
祉
部
⻑
 
⼈
件
費
が

四
千
⼆
百
万
円
、
出
産
育
児

⼀
時
⾦
が
九
百
六
⼗
万
円
、

保
険
基
盤
安
定
基
⾦
が
⼀
億

九
千
三
百
万
円
、
国
保
財
政

安
定
化
⽀
援
費
が
⼀
千
六
百

四
⼗
万
円
。
合
計
⼆
億
六
千

万
円
で
あ
る
。

⼤
⽊
 
県
の
徴
収
派
遣
制
度

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

総
務
部
⻑
 
県
、
市
町
村
が

共
通
の
課
題
と
し
、
地
⽅
税

徴
収
率
の
向
上
に
取
り
組
む
。

租
税
制
度
の
根
幹
で
あ
る
負

担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
制

度
で
あ
る
。

⼤
⽊
 
市
税
等
の
徴
収
の
現

状
と
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

総
務
部
⻑
 
平
成
⼗
五
年
度

に
滞
納
整
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
、
税
務
課
全
員
の
夜
間

⼀
⻫
徴
収
等
、
滞
納
処
分
を

前
提
と
す
る
滞
納
整
理
が
成

果
を
上
げ
た
。

 
今
後
も
納
税
者
公
平
性
の

確
保
の
た
め
、
徳
島
整
理
機

構
に
参
加
し
、
全
市
町
村
に

よ
る
広
域
的
な
徴
収
態
勢
づ

く
り
を
県
と
共
同
で
取
り
組

む
。

⼤
⽊
 
⾃
主
財
源
と
し
て
の

市
税
の
重
要
性
が
⼀
層
増
す

中
、
不
公
平
是
正
の
た
め
、

滞
納
整
理
へ
の
努
⼒
を
望
む
。

た
だ
、
真
の
⽣
活
困
窮
者
へ

の
配
慮
を
要
望
す
る
。


⽊
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

中
間
処
理
を
坂
野
町
⾼
塚
で

⺠
間
の
業
者
と
⼗
年
契
約
で

委
託
し
て
運
営
し
て
い
る
。

現
⾏
の
契
約
が
終
了
し
た
と

き
は
、
⼊
札
に
よ
り
業
者
を

決
め
る
の
か
。

環
境
衛
⽣
部
⻑
 
平
成
⼆
⼗

⼀
年
六
⽉
ま
で
の
⼗
年
間
の

契
約
終
了
後
に
つ
い
て
は
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
等

に
よ
る
再
⽣
利
⽤
、
あ
る
い

は
資
源
化
率
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
そ
の
処
理
費
⽤

の
削
減
に
努
め
た
い
。


⽊
 
資
源
ご
み
の
主
な
も

の
と
し
て
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
等
の
家

電
器
具
、
空
き
⽸
、
農
機
具
、

タ
イ
ヤ
、
⾃
転
⾞
、
バ
ッ
テ
リ
ー

等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
回
収

と
処
分
⽅
法
は
。

環
境
衛
⽣
部
⻑
 
新
聞
等
の

古
紙
に
つ
い
て
は
、
⽇
進
産

業
に
処
理
を
委
託
し
て
い
る
。

委
託
料
は
、
雑
誌
が
キ
ロ
五
円
、

段
ボ
ー
ル
が
キ
ロ
三
円
。
新

聞
紙
に
つ
い
て
は
、
平
成
⼗

六
年
度
前
期
は
無
償
、
後
期

⼤
⽊

市
⺠
福
祉
部
⻑

⼤
⽊

⼤
⽊

⼤
⽊

⼤
⽊

⼤
⽊

市
⺠
福
祉
部
⻑

市
⺠
福
祉
部
⻑

総
務
部
⻑

総
務
部
⻑


⽊


⽊

環
境
衛
⽣
部
⻑

環
境
衛
⽣
部
⻑
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の
⼗
⽉
か
ら
は
キ
ロ
⼀
円
で

売
却
し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に

つ
い
て
は
、
⼩
松
島
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
年
額
⼀
億

⼆
千
万
円
で
処
理
を
委
託
し

て
い
る
。
空
き
⽸
に
つ
い
て
は
、

同
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
て
い
る
。
⼗
六
年
度

の
委
託
料
は
、
四
千
五
百
六

⼗
九
万
円
で
あ
っ
た
。

 
農
機
具
、
⾃
動
⾞
、
バ
ッ

テ
リ
ー
、
古
タ
イ
ヤ
に
つ
い

て
は
、
市
で
は
収
集
し
て
な
い
。


⽊
 
さ
き
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
で
、
市
の
消
防
団
⻑
が
、

公
選
法
違
反
で
略
式
起
訴
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
任
命

権
者
で
あ
る
市
⻑
の
考
え
は
。

市
⻑
 
こ
の
た
び
の
事
態
を

招
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
任

命
権
者
と
し
て
、
⼼
か
ら
お

わ
び
申
し
上
げ
る
。
消
防
団

⻑
に
つ
い
て
は
、
⼝
頭
に
よ

る
厳
重
注
意
を
⾏
っ
た
。


⽊
 
平
成
⼗
六
年
九
⽉
定

例
会
で
郵
政
事
業
⺠
営
化
反

対
の
意
⾒
書
が
可
決
さ
れ
て

い
る
。
提
出
者
の
中
に
当
時

市
議
で
あ
っ
た
稲
⽥
市
⻑
も

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い

て
、
郵
政
⺠
営
化
に
賛
成
の

⼈
を
⽀
援
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

市
⻑
 
郵
政
⺠
営
化
関
連
法

案
の
再
提
出
に
当
た
っ
て
、

全
国
⼀
律
の
料
⾦
で
ど
こ
に

で
も
届
く
郵
便
サ
ー
ビ
ス
、

今
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維

持
な
ど
、
住
⺠
及
び
郵
便
局

関
係
者
の
不
安
を
払
拭
す
る

と
思
わ
れ
る
修
正
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
変
化
の
中
で
郵
政

⺠
営
化
に
賛
成
の
⼈
を
⽀
援

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 
⼩
松
島
市
議
会
は
⼗
⼆
⽉
定
例
会
最
終
⽇
に
、

議
員
定
数
を
⼆
名
削
減
す
る
条
例
を
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
。
平
成
⼗
九
年
四
⽉
に
⾏
わ
れ
る
次

回
統
⼀
地
⽅
選
挙
か
ら
定
数
が
⼗
九
名
と
な
る
。

法
律
で
は
⼈
⼝
五
万
⼈
未
満
の
市
の
議
員
定
数

は
⼆
⼗
六
名
︵
上
限
︶
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
条

例
で
定
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
七
名
減

と
な
る
。
こ
の
結
果
、
徳
島
県
内
の
市
議
会
で
は
、

最
も
少
な
い
定
数
に
な
っ
た
。

議員定数の推移
⼩松島市議会

条例
定数

期 間 法定数

30

26

24

21

19

昭26年∼

昭50年∼

昭62年∼

平15年∼

平19年∼

30

30

30

26

26

（上限）

（上限）

名 名

議員定数の状況 徳島県内市議会

市 議 会 定 数 ⼈   ⼝

⼩ 松 島 市

徳 島 市

鳴 ⾨ 市

阿 南 市

吉 野 川 市

阿 波 市

美 ⾺ 市

19

38

22

26

22

22

26

43,004

262,087

64,672

56,430

46,961

43,081

35,133

名 名


⽊

市
⻑


⽊

市
⻑
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12⽉定例会では、８議案・
陳情２件について討論があった。

議
提
第
⼗
六
号

⼩
松
島
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め

る
条
例
の
⼀
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
五
⼗
⼀
号

平
成
⼗
六
年
度
⽔
道
事
業
会
計
決
算

 
⼀
千
万
円
以
上
の
⼊
札
⼗
⼆
件
の
ほ
と
ん
ど

が
落
札
率
九
〇
％
台
の
⾼
値
張
り
つ
き
状
態
だ
。

さ
ら
な
る
改
善
努
⼒
が
必
要
だ
。

 
国
⺠
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度
が
あ
る
の
に
、

適
⽤
さ
れ
て
な
い
。
払
え
な
い
⼈
を
⼀
律
に
悪

質
と
み
な
し
、
正
規
の
保
険
証
を
交
付
し
て
な

い
。
失
業
や
病
気
の
場
合
で
も
減
免
に
応
じ
な

い
の
は
問
題
だ
。

議提第17号

議員の報酬及び費⽤弁償等に関する
条例の⼀部を改正する条例
議提第18号

⼩松島市議会政務調査費の交付に関する
条例の⼀部を改正する条例 み

ら
い
の
会
 
宮
崎
 
欽
司
 
議
員

賛
成
討
論

⽇
本
共
産
党
 
天
⽻
 
 
篤
 
議
員

反
対
討
論

⽇
本
共
産
党
 
天
⽻
 
 
篤
 
議
員

反
対
討
論

前
進
ク
ラ
ブ
 
出
⼝
憲
⼆
郎
 
議
員

反
対
討
論

 
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
⼆
⼗
六
名
か
ら
五

名
も
減
員
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
さ
ら
に
⼆

名
削
除
は
、
⾏
政
の
チ
ェ
ッ
ク
や
市
⺠
要
望
の

く
み
上
げ
と
い
う
議
会
機
能
に
⽀
障
を
き
た
す

も
の
で
、
反
対
だ
。

 
市
財
政
は
⼤
変
逼
迫
し
て
お
り
、
来
年
退
職

者
三
⼗
七
名
分
の
退
職
⼿
当
債
が
借
り
ら
れ
な

か
っ
た
ら
倒
産
だ
。

 
こ
う
い
う
状
況
の
中
、
議
⻑
⾞
の
廃
⽌
な
ど

の
努
⼒
を
し
て
き
た
が
、
な
お
⼀
層
の
議
会
費

の
削
減
の
た
め
、
議
員
定
数
⼆
名
減
は
や
む
を

得
な
い
。

 
年
間
⼆
億
四
千
万
円
の
⼯
事
を
発
注
し
て
い

る
が
、
⼊
札
結
果
が
﹁
⾼
値
は
り
付
き
﹂
だ
。

改
善
へ
の
取
り
組
み
も
不
⼗
分
だ
か
ら
認
定
に

反
対
だ
。

議
案
第
五
⼗
⼆
号

平
成
⼗
六
年
度
運
輸
事
業
会
計
決
算

議
案
第
六
⼗
⼋
号

平
成
⼗
六
年
度
⼀
般
会
計
決
算
及
び

同
年
度
各
特
別
会
計
決
算

⽇
本
共
産
党
 
宝
 
 
 
覚
 
議
員

反
対
討
論

 
こ
の
議
案
は
、
税
⾦
の
滞
納
整
理
機
構
に
本

市
が
加
⼊
す
る
も
の
。
滞
納
整
理
に
は
、
他
団

体
の
⼈
よ
り
市
職
員
が
あ
た
る
⽅
が
よ
い
。
市

⺠
の
⽣
活
実
態
を
つ
か
ん
で
お
り
、
ま
た
、
能

⼒
も
⼗
分
に
備
え
て
い
る
。

議
案
第
⼋
⼗
⼀
号

徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
へ
の

加
⼊

⽇
本
共
産
党
 
宝
 
 
 
覚
 
議
員

反
対
討
論

 
こ
の
陳
情
は
、
〇
六
年
か
ら
政
府
が
計
画
し

て
い
る
医
療
改
⾰
中
⽌
と
国
庫
負
担
増
額
を
求

め
る
も
の
。
改
⾰
案
は
、
⼀
定
額
ま
で
保
険
が

き
か
な
い
免
責
制
度
導
⼊
、
⾼
齢
者
の
窓
⼝
負

担
を
⼀
割
か
ら
⼆
割
に
引
き
上
げ
る
内
容
。
改

悪
を
許
さ
な
い
た
め
、
陳
情
の
採
択
を
求
め
る
。

陳
情
第
五
号

患
者
・
国
⺠
負
担
増
の
医
療
改
⾰
の

中
⽌
と﹁
保
険
で
安
⼼
し
て
か
か
れ
る

医
療
﹂を
求
め
る

 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア
利
⽤
者
の
⾷
費

負
担
が
、
以
前
と
⽐
べ
て
⼆
倍
の
七
百
円
〜
⼋

百
円
に
な
っ
た
。
利
⽤
の
抑
制
と
な
り
、
閉
じ

こ
も
り
の
助
⻑
と
な
る
。
通
所
利
⽤
者
へ
の
激

変
緩
和
措
置
と
し
て
の
⾷
事
代
補
助
制
度
は
必

要
な
の
で
、
陳
情
の
採
択
を
求
め
る
。

陳
情
第
四
号

介
護
保
険
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア

の
利
⽤
者
の
⾷
費
補
助
制
度
を
求
め
る

 
五
⼈
の
運
転
⼠
が
継
続
し
て
臨
時
雇
⽤
さ
れ

て
い
る
。
市
と
の
雇
⽤
関
係
が
成
⽴
し
て
い
る

の
に
、
適
正
な
処
遇
が
さ
れ
な
い
の
は
問
題
だ
。

 
本
市
の
議
員
報
酬
は
、

旧
四
市
の
中
で
⼀
番
低
い
。

そ
れ
を
⼀
割
カ
ッ
ト
す

る
理
由
は
成
り
⽴
た
な
い
。

地
⽅
の
⾃
⽴
で
ま
す
ま

す
議
会
の
権
能
が
強
化

さ
れ
、
議
員
の
仕
事
も

多
く
な
る
時
代
に
向
か
っ

て
い
る
。
報
酬
だ
け
で

⽣
計
を
⽴
て
て
い
け
る

の
が
い
い
と
い
う
考
え

も
あ
る
の
で
、
引
き
下

げ
す
べ
き
で
な
い
。

※
議
案
第
八
十
三
号
　
小
松
島
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
宝
市
議
か
ら
反
対
討
論
が
あ
っ
た
。 

※
賛
成
討
論
の
な
い
項
目
は
、
賛
成
討
論
が
な
か
っ
た
も
の
で
す
。 
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議員の賛否表

武
 
⽥
 
 
 
清

川
 
⽥
 
道
 
夫

⽯
 
原
 
正
 
裕


 
⽊
 
幸
 
次

⽴
 
川
 
邦
 
男

宝
 
 
 
 
 
覚

天
 
⽻
 
 
 
篤

太
 
⽥
 
裕
 
教

出
 
⼝
 
憲
⼆
郎

⼆
 
⽊
 
藤
 
昌

⽊
 
村
 
⽂
 
彦

森
 
本
 
 
 
孝

⼤
 
⽊
 
 
 
進

川
 
⽥
 
敏
 
夫

⼤
 
和
 
 
 
肇

中
 
⼭
 
 
 
功

宮
 
崎
 
欽
 
司

⽶
 

 
 
 
孝

井
 
内
 
建
 
治

尾
 
崎
 
義
 
明

議 員 名

議案・請願・陳情

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

●

●

○

●

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

●

●

○

●

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

⽋

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

●

○は賛成  ●は反対  ⽋は⽋席  ※議⻑（佐野善作）は、可否同数の場合のみ裁決権があります。

※請願第７号・最低保障年⾦制度の創設を求める件については、継続審査に付すべきものと決しました。

議案第51号 平成16年度⼩松島市⽔道事業会計
決算の認定について

議案第52号 平成16年度⼩松島市⾃動⾞運送事
業会計決算の認定について

議案第68号 平成16年度⼩松島市⼀般会計歳⼊歳出決
算及び同年度各特別会計歳⼊歳出決算の認定について

議案第70号 平成17年度⼩松島市⼀般会計補正
予算（第4号）

議案第71号 平成17年度⼩松島市競輪事業特別
会計補正予算（第1号）

議案第72号 平成17年度⼩松島市⽼⼈保健医療
事業特別会計補正予算（第1号）

議案第73号 平成17年度⼩松島市国⺠健康保険
特別会計補正予算（第1号）

議案第74号 平成17年度⼩松島市介護保険特別
会計補正予算（第2号）

議案第75号 平成17年度⼩松島市⽔道事業会計
補正予算（第2号）

議案第76号 ⼩松島市市税賦課徴収条例の⼀部
を改正する条例について

議案第77号 ⼩松島市ふるさと振興・国際交流
基⾦条例の⼀部を改正する条例について

議案第78号 ⼩松島市福祉基⾦条例の⼀部を改
正する条例について

議案第79号 ⼩松島市ふるさとダービー⽂化基
⾦条例の⼀部を改正する条例について

議案第80号 ⼩松島市商⼯業観光振興基⾦条例
の⼀部を改正する条例について

議案第81号 徳島県市町村総合事務組合への加
⼊について

議案第82号 那賀川北岸地域湛⽔防除施設組合
規約の⼀部を改正する規約について

議案第83号 ⼩松島市職員の給与に関する条例
の⼀部を改正する条例について

議案第84号 公平委員会委員の選任の同意につ
いて

議案第85号 固定資産評価審査委員会委員の選
任の同意について

議案第86号 教育委員会委員の任命の同意につ
いて

議案第87号 ⼈権擁護委員の推薦について

議提第12号 就学援助制度の国庫負担の復元を
求める意⾒書について

議提第13号 今後における⽣活保護と、児童扶養⼿
当の国庫負担削減の中⽌を求める意⾒書について

議提第14号 真の「地⽅分権改⾰の早期実現」に
関する意⾒書について

議提第15号 議会制度改⾰の早期実現に関する
意⾒書について

議提第16号 ⼩松島市議会議員の定数を定める
条例の⼀部を改正する条例について

議提第17号 議会の議員の報酬及び費⽤弁償等
に関する条例の⼀部を改正する条例について

議提第18号 ⼩松島市議会政務調査費の交付に
関する条例の⼀部を改正する条例について

請願第８号 就学援助制度の国庫負担の復元に
関する国への意⾒書を求める件について

請願第９号 ⽣活保護と児童扶養⼿当の国庫負
担削減の中⽌を国に求める件について

陳情第３号 乳幼児医療費助成の拡充を求める
件について

陳情第４号 介護保険デイサービス・デイケア
の利⽤者の⾷費補助制度化を求める件について

陳情第５号 患者・国⺠負担増の医療改⾰の中⽌と
「保険で安⼼してかかれる医療」を求める件について




